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No. 発話行為 相手との関係 発話行為の内容
依 頼 同等・親しい 授業で発表するレポートの添削を友人に頼む
2 依 頼 同等・親しくない 教授に頼まれた資料のコピーの手伝いを仰の学生に頼む
3 依 車貢 日 上 奨学金応募の推薦書を教授にお願いする
4 依 頼 同等・親しくない ビデオカメラを貸してもらう
5 依 頼 日 上 アパートの家賃の支払いを大家さんに待ってもらう
6 依 頼 同等・親しい 友達に貸した 1万円を返してもらう
7 断 り 同等・親しくない 先輩からの手伝いの申し出を断る（教授主催の研究会の書類整理）
8 断 り 目 上 教授からの他の人も頼もうかという申し出を断る（教授の資料整理）
9 謝 り 目 上 教授との約束に寝坊して遅れる
10 不満表明 同等・親しくない 隣人のステレオの音への苦情
11 不満表明 同等・親しい 待合せ時の友だちの遅刻への苦情
12 不満表明 日 上 先生による成績評価への苦’情
13 不満表明 向等・親しくない 道の選択に関する同級生の意見への異論
14 不満表明 目 上 先生の採点ミスへの苦情



















「労力・時間の提供を求める依頼場面J (No. 1, 2, 3）と「金品の借用・提供を求める依頼場
面」（No.4）では，中国人被調査者と台湾人被調査者に日本人被調査者よりも｛謝り｝先行型ス












No.1：「日本」 vs「台湾Jx2 = 3.91, 「日本」 vs「中国」 x2= 9.s1，各々 df= 1,p < 0.05 
No.2：「日本」 vs「台湾Jx2= 4.29，「日本Jvs「中国Jxz= 6.10，各々 df= 1, p < 0.05 
No. 3：「日本Jvs「台湾」 x2=2s.32, 「日本Jvs「中国Jx2 = 12.43，各々 dfコ1,p < 0.05 
No.4：「日本」 vs「台湾Jx2 = 10.21, 「日本Jvs「中国Jx2 = 12.1s，各々 df= 1,p < 0.05 































3 「日本」 vs「中国JX2 = 9.97，各々 df= 1,p < 0.05 
4 「同疎」：「日本」 vs「台湾」 x2=s.79, 「日本Jvs「中国Jx2 = 6.51，各々 df= 1,p < 0.05 





























5 ［間接的依頼］：「日本Jvs「台湾Jx2コ10.27，「日本」 vs「中間Jx2= 19.84，各々df= 1,p < 0.05 




























6 ［弁明］先行型：「日本」 vs「台湾Jx2= 4.84，「日本Jvs「中間Jx2 = 6.s2，各々 df= 1,p < 0.05 
［質問］先行型：「日本Jvs「台湾」 x2= 6.01，「日本」 vs「中国」 X2= 8.93，各々 df= 1,p < 0.05 
7 No. 14 ［断定｝：「日本Jvs「台湾」 X2= 5.89, df = 1,p < 0.05 
8 ［椀曲｝：「日本」 vs「中国Jx2=8.54, df=1, p<O.o5 
｛断定］：「日本」 vs「中間Jx2= 5.00, df= 1, p < 0.05 
［弁明］：「日本Jvs「中国」 x2= 12 .1, df = 1,P < o.o 5 
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9 ［提示］先行型：「日本」 vs「台湾」ど＝ 15.79，「日本Jvs「中国Jx2= 16.91，各々 df= 1,p < 0.05 
［申出｝先行型：「日本Jvs「台湾」 x2= 16.1s，「日本」 vs「中国Jx2= 36.07，各々 df= 1,p < 0.05 






















































行為についてJ Ii日本語教育』 79,41-52, 日本語教育学会．
犬田 充（1980) 「日本的集団主義の特性」，浜口恵俊編「現代のエスプリ」 160,42-55，歪文堂．





















Beebe, Leslie M., TomoI王oTakahashi, and Robin Uliss-Weltz. 1990. Pragmatic transfer in EFL 
refusals. In Develoρか1gcommunicative conψetence in a second language, eds. R. C. Scarcella, E. S. 
Andersen, and S. D. Krashen. New York: Newbury House, 55-73. 
Olshtain, E. and L. Weinbach. 1993. Interlanguage features of the speech act of complaining. In 
Interlanguage Pragmatics, eds. G. Kasper and S. Blum鴫Kulka.New York, NY: Oxford University 
Press, 108-122. 
